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＜あらまし＞ 本研究は、大学の個々の授業で教員が学生の学習（学修）成果を適切に把握・評価で

きるようになることを目的として、授業の設計図であるシラバスの「学習目標」と「評価方法」の整

合性を高めるための支援ツールを、教育の効果・効率・魅力を高めるためのシステム的な方法論であ

るインストラクショナルデザイン（ID）の理論に基づいて設計・開発・評価しようとするものである。

本発表では、ガニェの「学習成果の５分類」に基づき設計・開発したプロトタイプについて報告する。 
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１．はじめに 

大学は、学生が習得すべき学習成果を明示する

とともに、明示した学習成果を適切な測定方法で

把握・評価することを求められている。大学卒業

時に学生が習得すべき学習成果は各大学の「卒業

認定・学位授与の方針」（ディプロマ・ポリシー）

として、大学の個々の授業科目の終了時に学生が

習得すべき学習成果は「学習目標（到達目標）」

として授業シラバスに、それぞれ明示されている。 

学習成果を的確に把握・評価するためには、習

得すべき学習成果（＝「学習目標」）の到達度を

測る方法（＝「評価方法」）が「学習目標」と適

切に対応（＝「整合」）していなければならない

が、シラバスに記述された「学習目標」と「評価

方法」が「整合」していないことが少なくない（松

田ら 2017）。個々の授業レベルで学生の学習成果

を的確に把握・評価することができなければ、す

べての授業が終了した卒業時の学生の学習成果

を的確に把握・評価することはできない。それゆ

え、教員が個々の授業シラバスを作成する際に

「学習目標」に整合する「評価方法」を設計でき

るように支援するツールが必要である。 

 

２．ツールの設計 

本研究は、シラバスの「学習目標」と「評価方

法」の整合性を高めるための支援ツール（Webサ

イト上で利用可能なジョブエイド）を、ID 理論

に基づき、設計・開発・評価するものである。 

開発するツールは、ID 理論に基づき設計・開

発されたシラバス作成支援ツールの先行事例で

あるジョッケル（G.Joeckel）らの PDF Syllabus 

Builder と笠井らのシステムの調査・分析結果を

もとに、ガニェ（Robert M.Gagné）の理論を援用

して設計することとした（藤本ら 2017）。 

ガニェは学習成果を質的な差によって「言語情

報」・「知的技能」・「認知的方略」・「運動技能」・「態

度」の５つに分類し（「学習成果の５分類」）、各

「学習成果の種類」に整合する「目標行動」（「学

習成果」が習得されたかどうかを測るために学習

者に求める具体的行動で、「学習目標」の記述文

の動詞になる）と「評価方法」とを提案している

（鈴木 1995）。開発するツールでは、作業画面上

で「学習成果の種類」の選択肢と「目標行動」・「評

価方法」の選択肢とをそれぞれ連動させることに

より、作成されるシラバスの「学習目標」と「評

価方法」の整合性を高めることが期待できる。 

 

３．開発したプロトタイプの概要 

開発したプロトタイプでは、ユーザは画面上で

「科目名の記述」・「到達目標と評価方法の記

述」・「評価割合の記述」の作業をそれぞれ行う。

「到達目標」は 10まで、「評価方法」は「到達目 
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図１．「到達目標と評価方法の記述」画面の一部 

図２．「到達目標」に整合する「評価方法」を設計する 

ための課題 1～7とプロトタイプの作業 1～7の選 

択肢との対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

標」ごとに３つまで、追加・削除が可能である。 

「到達目標と評価方法の記述」画面の一部を図

１に示す。この画面では、ユーザは作業１～７を

順次進めるが、各作業は、「到達目標」に整合す

る「評価方法」を設計するための課題分析をもと

に階層化した課題１～７にそれぞれ対応する。

「評価方法」の記述作業は、第一著者が勤務する

追手門学院大学のシラバス形式に合わせて、①

「評価の種類」の選択（「試験による評価」・「課

題による評価」・「観察による評価」からの）、②

「評価の方法」の選択（「授業時間内の試験」・「授

業時間内の課題」・「授業時間外の課題」・「授業時

間内の活動の観察」・「期末試験」からの）、③「評

価条件」の選択、④「評価基準」の選択、の４段

階に分けた。「到達目標」に整合する「評価方法」

を設計するための課題１～７とプロトタイプの

作業１～７の選択肢との対応を図２に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

 

４．おわりに 

開発したプロトタイプについては、今後、形成

的ユーザビリティ評価（専門家評価と大学教員を

対象とするユーザテスト）を実施し、改善を行う。 
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